



教壇に立 って、多 くの学習者の視線 にさらされる経験は、 これが3回 口であった。一回
目は大学の学部時代で、中国の大学での 日本語教育実習である。時間をもたせることに必
死で汗をか きながら授業をした。二回 目は小学校での教育実習である。小 さな子どもたち
を前に、彼 らにどんなことを学び取 ってほ しいのか ということばか りが頭 にあった。どち
らも、私 自身が持つ知識や技術を発信す ることで精一杯だ ったが、大学院では、学習者が
何を望んでいるのか、学習者に必要なことは何かを頭に入れなが ら実習の 日々を過 ごす こ
とができた。そこから私が学びとったのは、教壇 に立 って分かる学習者の姿である。
私は、第1回 目 「辞書の庚い方」と第6回 目r三 字熟語」の実習を担 当した.以 下、そ
れぞれの実習について振 り返 る。
(1)実 習1回 目r辞 書の使い方」
私が参加 した漢字指導のクラスは、前半1時 問を鈴木先生が担当 し、後半30分 に実習
を行うとい う形 をとる。そ こで、私は鈴木先生が授業をされている時の、学習者の動きを
観察 した。 レベル7-8の 学習者は、電子辞書 を使いこなしている人が多 く、未習の漢字
が出るとす ぐに電子辞書に口をうっ している。授業中でもその姿勢は変わ らず、す ぐ調べ
る姿勢が身 についている。私はそこに、 このままではr読 めないから調べる」だけで、漢
字そのものの構造に興味を持った り、休系的に覚えるということができな くなるのではな
いかという問題 意識 を持 った。そこで、電子辞書が一人約一台の早稲 田の学習者に対 し、
あえて漢和辞典の使い方の授業を行 ったのである。漢和辞典 を一人一冊程度用意 し、引 き




(2)実 習6回 目r三 字熟語」
二字や四字の熟語の学習に慣れている学習者 に、熟語の構造 をとらえることを目的に三
字熟語を行 った。穴埋め式のワークシー トを用意 した。穴埋め式に したのは、三字熟語に
は構造のルールがあることに気づいてもらうためであった。学習者にとって慣れた問題形
式ではなか ったために、非常に苦労をしていたようだ ったが、r楽 しかった」とアンケー ト
に感想を書いてくれた学習者が多か った。
じっくりと授業を観察することで、rで きるはず」r知 っているはず」 と思 っていた、辞
書の活用ができていない学習者の姿を見つけることができた。観察をもとに、授業を組み
立て、教壇 に立 ってみると、今までの実習で見えなかった、学習者の姿が見 えるようにな
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った。教員経験 のない私にとって、大学院での授業観察+実 習は、知識 と同様 に、学習者
を見る日を養 っていく必要性をおおいに感 じ取 ることができた時間であった。
(オギノ ユウコ ・修士課程1年)
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